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概要

患者の年齢は85歳であり転倒転落危険度Ⅲの男性である。夜間トイレ歩⾏が頻回のため病棟巡視のタイミングで病室
に設備されているトイレに歩⾏介助し誘導をした。 トイレ内にナースコールがあるため排泄が終了したらコールす
るように患者⾃⾝に依頼し看護師はその場を離れた。 患者からのコールがないため看護師がトイレ内に⾏くと患者
が床に座っていた。

要因

患者は⽇中転室したためトイレ内のナースコールの位置が変わったことに加え、当該病室のナースコール設置場所は
患者が⽴ち上がらないと押せない状況であった。当該病室はトイレとシャワーが⼀緒のスペースにありナースコール
を中間に配置し使⽤していた。そのため、排泄後の患者から後ろ⼿にナースコールが配置されている状況であった。

対策
令和5年度2⽉に当該トイレを含め、同じようにトイレに座った状態で⼿が届かない場所に設置されているナースコー
ルについて改修⼯事を実施した。

発⽣内容
病室に設備されているトイレ内での転倒

事例862

無 Ｃ. 不適切な環境設定・維持管理不⾜に
よるリスク

関連したもの トイレ内ナース
コールの設置位置

物的環境に関連するインシデント・アクシデント事例
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トイレ背⾯側のナースコールが最初に設備されたものである。こ
の背⾯側は取り外さずに前⾯側に新しくナースコールを追加設置
した。


